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実績通り昨年度優勝校の水海道第二と試合ごとに勢いがついてきた 3年連続出場の明光学園の対戦 

となった準決勝。両者とも緊張で固い雰囲気の中、2分過ぎ水海道第二 4番小林のミドルシュートが決 

まって始まった。序盤はお互いにセットから点を取り合う展開が続き比較的落ち着いた試合となった。 

中盤までは明光学園の 3－3ＤＦに水海道第二が攻めあぐねシュートまでなかなかいけずにいたが、 

逆速攻から 3番齊藤のシュートを機に 3連続得点を決め、点差を離しにかかった。しかし、すぐさま 

明光学園も 2連続得点で食い下がる。25分過ぎに水海道第二のキャプテンの退場で明光学園のリード 

となると思われたが、同点のまま前半を折り返した。 

後半開始後、明光学園 3番山路のサイドシュートで始まったが、水海道第二もすぐさま取り返す。5分 

過ぎ、水海道第二は 11番 3番の連続得点から明光学園の退場も挟み、3連続得点でリードする。中盤 

は水海道第二の「守って走って守る」が機能し、4点差となり、明光学園はたまらずＴＯを要求。20分 

過ぎには明光学園も連続得点などで反撃するが、水海道第二はペースを掴み 8点差をつけ終了した。 
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